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予防・健康づくりのための住環境整備のための研究 

居住環境に関する文献等調査 

研究分担者  開原 典子  国立保健医療科学院 生活環境研究部  上席主任研究官 

 

研究要旨 

健康住宅のガイドライン作成のための基礎資料として、居住環境に関して自治体等が示している指

針やガイドライン等の内容を調査し整理した。居住環境に関する自治体等の情報については、インタ

ーネット検索により「居住環境」に関する情報を自治体等のサイトから収集し整理を行った。室内環

境及び健康等と血液に関する文献レビューについては、CiNii Research、PubMed、J-STAGE、医中

誌 Web、JDream Ⅲ、メディカルオンラインのデータベースにおいて、「室内環境」及び「健康」等

と血液に関する文献等検索を行った。健康な人を対象にした室内環境との文献は、充実しているとは

いいがたく、健康維持及び健康増進を目指したエビデンスの構築が期待されているといえる。 

A．研究目的 

健康住宅のガイドライン作成のための基礎資

料として、居住環境に関して自治体等が示してい

る指針やガイドライン等の内容を調査し整理す

ることを目的とする。 

 

B．研究方法 

B1．居住環境に関する自治体等の情報発信 

インターネット検索により「居住環境」に関す

る情報を提供している自治体等のサイトから、そ

の内容について情報を収集し整理を行った。 

 

B2．室内環境及び健康等と血液に関する文献レ

ビュー 

「室内環境」及び「健康」等と血液に関する文

献等検索を行った。検索したデータベースは、

CiNii Research（日本の論文を対象として）、米

国国立医学図書館作成の世界最大の医学データ

ベース PubMed、科学技術振興機構が国内の学協

会の学術誌の電子化を推進し約 560 万件の記事

（2024 年 3 月時点）をデータベースにもつ J-

STAGE、医中誌 Web、科学技術文献情報データ

ベース JDream Ⅲ、国内の医学論文の全文の検

索と閲覧ができるメディカルオンラインである。

検索の際、登録されている論文の様々な情報（論

文名、著者名、抄録 等）のいずれかに合致した論

文を論文数としてカウントするものとし、データ

ベース情報の誤記等による重複については排除

していない。 

 

C．研究結果 

C1．居住環境に関する自治体等の情報発信 

 概観として、住まい手を対象に、啓発パンフレ

ット・リーフレット・（アンケート調査に基づくも

のを含む）、体験学習等による室内環境（シックハ

ウス、カビ、ダニ、アレルギー、熱中症、ヒートシ

ョック等）によるものが配信されている。 

 例えば、東京都では、『快適な居住環境の状態を

示すガイドラインとして、「健康・快適居住環境の

指針」を策定し、健康を支える快適な住まい方を

提言』１）している。当該指針は、平成 7 年度に策

定され、平成 28 年度に、カビ、ダニ等の室内アレ

ルゲンの低減化対策や高齢者・乳幼児の居住環境

に資する内容を追加し改訂されている。その内容

は、17 分野と 37 指針となっており、指針の解説

とその指針に対する注意点や改善方法が提示され
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ている。この指針から、その項目と内容を表 1 に

編集し紹介する。 

 その他、住まい手のみならず、事業者を対象と

したものについては、国土交通省からは住宅周囲

の居住環境に関するガイドラインや、新築、改築

等の省エネルギーの観点からの住宅の温熱性能に

関する情報等が配信されている。また、各自治体

から、長期優良住宅の普及の促進に関する法律に

基づく認定事務に伴う認定基準や住宅の水準等の

公表がされている。 

 厚生労働省においても、「快適で健康な住宅に関

する検討会議」により快適で健康的な生活を送る

ための居住環境について検討がなされている。報

告書は、総論編、各論編及びチェックリストの 3

編からなる。その各論については、日常生活の各

分野について、「快適で健康的な居住環境を実現す

る際に参考とするための住まい方のガイドライン

（表 2）」がまとめられている２）。なお、チェック

リストについては、戸建編で 8 分類 103 項目数と

なっている（表 3）。 

 

C2．室内環境及び健康等と血液に関する文献レビ

ュー 

検索を行ったデータベースにおいて、「献血」の

検索結果は、CiNii Research 約 110 件、PubMed

約 5,200 件、J-STAGE 約 3,900 件、医中誌 Web

約 7,400 件、JDream Ⅲ約 6,000 件、メディカル

オンライン約 6,400 件であった。なお、CiNii 

Research には、研究データ、論文、本、博士論文、

プロジェクトが含まれている。 

「献血」and「室内環境」の組み合わせでは、J-

STAGE とメディカルオンラインで 10 件未満であ

り、その他のデータベースにおいて該当は無かっ

た。 

「献血」and「室温」の組み合わせでは、献血を

行う場所の室温に関するものが多く含まれていた。 

「献血」and「住居」の組み合わせでは、PubMed

約 40 件、J-STAGE 約 20 件、医中誌 Web 1 件、

JDream Ⅲ約 10 件、メディカルオンライン 1 件

であった。献血と室温に関する研究は多くないこ

とがわかる。これらの研究のうち、例えば、吉武３）

の行った 2012 年の献血者のデータの分析では、

調査対象者の年齢や居住地域が限定されるものの

「男性、高収入層、経営者・役員・正社員、自営業、

居住年数 0～5 年未満または 10～20 年未満、既婚、

親と非同居の場合に献血をすることがわかった。

地域的変数については先行研究では十分に検討さ

れていないが、本稿では居住年数などの影響が見

られることを明らかにした。」という結果が示され

ており、献血者の属性について分析がされている

とともに、居住年数等についても分析がなされて

いる。 

「献血」and「健康」の組み合わせでは、CiNii 

Research約 70件、PubMed約 2,000件、J-STAGE

約 1,700 件、医中誌 Web 約 100 件、JDream Ⅲ

約 800 件、メディカルオンライン約 500 件であっ

た。 

「献血者」と「健康」の組み合わせでは、CiNii 

Research約 30件、PubMed約 1,400件、J-STAGE

約 800 件、医中誌 Web 約 100 件、JDream Ⅲ約

250 件、メディカルオンライン約 300 件であった。

なお、これらには、健康管理、健康被害、健康被害

救済制度が含まれており、健康に関する研究は多

くない。これらの研究のうち、例えば、荒木ら４）

は『「2009 年 4 月 1 ヵ月間の全国の献血者 414,909

人のグリコアルブミン（GA）値と性別，年代及び

BMI との関連を解析」を行っており、「男女とも年

代が上がるに従い，GA 値 16.5％以上の人の比率，

平均 GA 値が上昇」すること、「若年層の平均 GA

値は正常範囲内にあるが，BMI が高いほど低下」

すること、「30 歳代以上では，BMI が低い群でも

加齢とともに平均 GA 値は上昇し，BMI が高い群

においては平均 GA 値及び GA 値 16.5％以上の比

率が増加」すること、「BMI が 30 以上の状態を続

けると，30 歳以降に糖尿病に移行する危険性が高

いこと」等を示している。また、「献血時の GA 検

査は糖尿病の早期発見の機会を増やし，特定健診

等での HbA1c などの糖尿病関連検査とともに糖

尿病予防に有用な手段になる」』ことを考察してい

る。 
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E．結論 

健康住宅のガイドライン作成のための基礎資

料として、居住環境に関して自治体等が示してい

る指針やガイドライン等の内容を調査し整理し

た。居住環境に関する自治体等の情報については、

インターネット検索により「居住環境」に関する

情報を自治体等のサイトから収集し整理を行っ

た。室内環境及び健康等と血液に関する文献レビ

ューについては、CiNii Research、PubMed、J-

STAGE、医中誌 Web、JDream Ⅲ、メディカル

オンラインのデータベースにおいて、「室内環境」

及び「健康」等と血液に関する文献等検索を行っ

た。健康な人を対象にした室内環境との文献は、

充実しているとはいいがたく、健康維持及び健康

増進を目指したエビデンスの構築が期待されて

いるといえる。今後、健康増進に向けた住環境整

備の中で、多面的な情報の整備や議論が必要であ

る。 
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表 1 健康・快適居住環境の指針（東京都, 
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kankyo/kankyo_eisei/jukankyo/indoor/kenko/kenkai_bunyatosisin.html 

より表に編集） 
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表 2 快適で健康的な住宅に関する検討会議報告書（各論編の日常生活の各分野のガイドライン） 

 住宅の空気環境に関するガイドライン 

 居住環境における揮発性有機化学物質に関するガイドライン 

 臭気対策ガイドライン 

 居住環境におけるダニ対策ガイドライン 

 居住環境におけるカビ対策ガイドライン 

 居住環境におけるネズミ・衛生害虫ガイドライン 

 給排水設備の維持管理に関するガイドライン 

 騒音、振動ガイドライン 

 照明についてのガイドライン 

 

表 3 快適で健康的な住宅に関する検討会議報告書（住まい手が快適で健康に暮らすための 

居住環境のチェックリスト, https://www.mhlw.go.jp/www1/shingi/s9808/s0805-1.html） 

大分類 小分類項目数 

１．住宅の立地条件 21 

２．住宅構造と建材・住宅設備 2 

３．室内環境と設備 24 

４．給排水設備と水まわり 21 

５．住宅内部の構造 13 

６．照明 8 

７．電気設備 6 

８．外構とサービススペース 8 

 
 
 


